
■第15回イノベーションプログラム　アンケート結果

参加者数 霞が関ナレッジスクエア会場22名、志働塾・福岡館5名、志働塾・荒尾館5名、ライブ配信参加者数13名　計45名

アンケート回答者 21名

[１]取り上げる内容、テーマについて

イノベーションプログラムでは全国の大学に対して、大学に関連した様々なテーマで毎回、勉強会・研究会と
して大学関係者の共通課題を取り上げ、テーマに詳しい講師を招聘して開催していく計画です。
以下のテーマのプログラムに対しては、参加する意向がありますか。該当するところに「レ」を記述して下さい

※点数配分（あり3点・どちらかといえばあり2点・どちらかといえばなし1点・なし,無回答0点）

今後、取り上げて欲しいテーマ、聞いてみたい講師がおりましたら、記述してください。なお、テーマについて
は、参考までにキーワードを列挙しましたので、この中から選んで記述頂いても構いません。
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[２]第15回の内容についてお伺いします

●大変よかった　その理由・ご意見

●まあまあよかった　その理由・ご意見

●あまり良くない　その理由・ご意見

[３]本日のプログラム参加のきっかけを教えてください。

[４]その他、ご意見・ご感想・ご要望等がございましたら、ご記入お願いします。

・大変参考になりました。ありがとうございました。
・参考になった

・節電社会がイノベーションプログラムに取り上げられた情景がよく理解できた。取り組める題材を探し貢献してみたい気
持ちが高まった。
・大変勉強になりました。
・大学教育と実践の形、両方を知ることができた。
・サービスを世の中にどう浸透させるか、その仕組み化にチャレンジされている事が、すばらしい。

・駆け足のお話の為論点が分かりにくかった。高野社長のスマートメータを巡る官民連掲のお話は興味深かった。
・分野がコアすぎて、素人でついていけませんでした。

・余りお目にかからなかった
・スマートグリッドのことについてわかった。
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